





がどのように充実 ･展開していったか,1881年の政令 ･省令 ･指示を時系列に即して整
理 ･概観することで,その方向性をあきらかにした｡設置法成立直後に制定された師範学校
教育課程に関する省令や指示において実施が企図された ｢教育学｣の具体的な内容と方法と
しては,師範学校本校における ｢演習｣- ｢口頭による教授｣すなわち ｢教授｣の訓練 -
と,附属学校の実習による授業と学級指導の訓練であった｡これに,初等教育の ｢正教員｣
として不可欠な教養とされた ｢学校管理｣-学校と教師にかかわる法制的知識に関する教








































法規 (政令 ･省令 ･指示など)の整理をとおして概
観する｡これは,さきのジュール ･フェリー文相の
発言にみられた師範学校の ｢教育学的教育｣の内実
































































































































体育 :衛生｡一 子どもの遊びと運動｡- 体操｡
感覚の教育 :観察の練習
知育 :知的能力に関する基礎的知識｡ - それぞ
れの年齢における発達｡ - さまざまな種類の
知識に対する知的能力の働きかけ｡- 記憶力,
判断力,想像力の役割｡ - 方法 :さまざまな
方法 :分析と統合,帰納と演樺｡
道徳教育 :意志｡- 児童が学ぶべき人間の自由｡




さまざまな学校 :幼稚園｡ 一 基礎小学校と上級
小学校｡- 補習講座｡







学習｡ - 試験｡ - 初等教育修了証書｡ - 作
文と競争試験｡






教育史 :おもな教育家とその学説｡ - もっとも
重要な著作の概要｡
教育法制と学校管理｡ - 法律,政令,規則 ;主
要な通達｡
初等師範学校 ;教員採用の条件｡














職員｡ 一 公立,私立の男女正教員と補助教員 ;































































































































































































































































































































































































































































は ｢母親学校｣である｡従来の ｢保育所 (sale
d'asile)｣は,この時期に ｢母親学校 (6cole
maternele)｣に改称されている｡藤井穂高 『フ
ランス保育制度史研究 一 初等教育としての保育
の論理構造』東信堂,1997年,参照｡
凋 公教育高等評議会は,フランスにおける教育行
政の中央機関であり,この時期に構成員などの大
幅な変草がなされている｡小野田正利 『教育参加
と民主利 一 フランスにおける教育審議会に関す
る研究』風間書房,平成8年,参照
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